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衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
介
護
保
険
制
度
改
正
の
問
題
点
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
介
護
保
険
制
度
改
正
の
問
題
点
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
し
て
は
、
現
在
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
に
お
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
お
尋
ね
の
総
合
合
算
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
同
省
内
の
関
係

部
局
の
職
員
に
よ
っ
て
構
成
す
る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
会
議
を
三
回
開
催
し
た
ほ
か
、
当
該
職
員
に
よ
る
地

方
公
共
団
体
へ
の
視
察
を
二
回
行
う
な
ど
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
総
合
合
算
制
度
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二

十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
七
条
第
一
号
イ
に
お
い
て
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
に
基
づ
く
番
号
制
度
の
本
格
的
な
稼
動
及
び
定
着
を
前
提
に
、

関
連
す
る
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
及
び
所
得
控
除
の
抜
本
的
な
整
理
と
併
せ
て
、
総
合
合
算
制
度
、
給
付
付
き
税
額
控
除

等
の
施
策
の
導
入
に
つ
い
て
、
所
得
の
把
握
、
資
産
の
把
握
の
問
題
、
執
行
面
で
の
対
応
の
可
能
性
等
を
含
め
様
々
な
角
度

一



か
ら
総
合
的
に
検
討
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
け
る
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

二


